
岩手県立大学履修規程 

 

制定 平成17年４月１日 規程第24号 

改正 平成19年３月23日 規程第４号 

平成20年３月19日 規程第２号 

平成21年３月30日 規程第５号 

平成22年３月26日 規程第３号 

平成22年９月30日 規程第21号 

平成23年３月23日 規程第８号 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、岩手県立大学学則（以下「学則」という。）第18条第２

項の規定に基づき、授業科目の履修方法等に関し必要な事項を定める。 

（履修コース） 

第２条 学部の学科に次のとおり履修コースを設ける。  

学    部  学    科  履修コース 

看護学部  看護学科   

社会福祉学部  福祉経営学科  福祉システム教育群  

フロンティア福祉教育

群  

福祉臨床学科  臨床福祉教育群  

福祉心理教育群  

ソフトウェア情 報 学

部  

ソフトウェア情 報 学

科  

基盤システムコース 

メディアシステムコース 

知能システムコース 

情報システムコース 

総合政策学部  総合政策学科  行政 ・経営コース 

環境 ・地域コース 

（授業科目等） 

第３条 授業科目の種類、単位数、必修又は選択の別及び卒業に必要な単位数

は、学則別表第１のとおりとする。 

２ 学則第35条の資格に係る授業科目の種類及び単位数等は、次のとおりとす

る。 

(1) 保健師国家試験、助産師国家試験及び看護師国家試験の受験資格の取得

に必要な授業科目の種類及び単位数は、学則別表１の１（教職科目を除

く。）のとおりとする。  

(2) 社会福祉士国家試験の受験資格の取得に必要な授業科目の種類及び単

位数は、別表第１のとおりとする。 

(3) 精神保健福祉士国家試験の受験資格の取得に必要な授業科目の種類及

び単位数は、別表第２のとおりとする。 



(4) 介護福祉士国家試験の受験資格の取得に必要な授業科目の種類及び単

位数は、別表第３のとおりとし、介護福祉士資格課程に登録するものとす

る。 

(5) 保育士の資格の取得に必要な授業科目の種類及び単位数は、別表第４の

とおりとする。 

(6) 教育職員免許状の取得に必要な授業科目の種類、単位数及び必修又は選

択の別は、別表第５のとおりとする。 

（履修の登録） 

第４条 学生は、前期及び後期ごとに、履修しようとする授業科目について、

所定の期日までに履修登録を行わなければならない。なお、次の表の左欄に

掲げる学部の同表の中欄に掲げる学科の学生に係る履修登録単位数の上限

は、同表の右欄に掲げるとおりとする。 

学部 学科 履修登録単位数の上限 

ソフトウェア

情報学部 

ソフトウェア

情報学科 

１学期に履修科目（自由聴講科目を除

く。）として登録することができる単位

数の上限は35単位とする。 

総合政策学部 総合政策学科 １学期に履修科目（自由聴講科目を除

く。）として登録することができる単位

数の上限は24単位とする。ただし、３年

次生以上の当該上限は、30単位とする。 

２ 履修の登録は、学内情報システムにより届け出ることにより行うものとす

る。 

（履修の制限） 

第５条 次に掲げる授業科目は履修することができない。 

(1) 履修登録をしていない授業科目 

(2) 既に単位を修得した授業科目（平成13年４月１日から平成14年３月31日

までに看護学部に入学した学生が高等学校教諭一種免許状（保健）を、平

成13年３月31日以前に社会福祉学部、ソフトウェア情報学部又は総合政策

学部に入学した学生がそれぞれの教育職員免許状を取得することを目的

として既に単位を修得した授業科目を再び履修する場合を除く。） 

(3) 授業時間が重複する授業科目 

（試験） 

第６条 試験は、学期末までに期間を定めて行う。 

２ 前項の規定にかかわらず、授業科目によっては、随時試験を行うことがあ

る。 



（成績の評価） 

第７条 成績の評価は、試験の成績、平常の成績及び出席状況等を総合して判

定する。 

２ 成績の表示は次のとおりとし、優、良及び可を合格とし、所定の単位を与

える。 

評  価  優  良  可  不可  

評  点  80点以上  70点以上80点未満  60点以上70点未満  60点未満  

３ 評点を付さない授業科目は、合格、不合格をもって表す。 

４ 不合格になった授業科目は、再履修することができる。 

（追試験） 

第８条 所定の試験に欠席した者に対する試験（以下「追試験」という。）は

行わない。ただし、病気その他やむを得ない事情により受験できなかった者

に対しては、願い出により追試験を行うことができる。 

２ 前項の規定により追試験の受験を希望する者は、追試験願書に理由書を添

えて、指定された期日までに提出しなければならない。 

３ 追試験の実施日程は、その都度別に指定する。 

（再試験） 

第９条 試験を受験して不合格になった者に対する試験（以下「再試験」とい

う。）は行わない。ただし、やむを得ない事情により教授会が再試験の必要

を認める場合には、これを行うことができる。 

２ 前項の規定により再試験の受験を希望する者は、再試験願書を提出しなけ

ればならない。 

３ 再試験の実施日程は、その都度別に指定する。 

（不正行為） 

第10条 試験において不正行為をした者は、学則第37条第１項の規定による懲

戒処分のほか、その期に実施する試験のうち、その時間以後の試験の受験資

格を失う。 

（進級要件等） 

第11条 進級要件又は授業科目の先修条件については、教授会が定める。 

（卒業要件） 

第12条 卒業するためには、４年以上又は学則第17条の規定により定められた

在学すべき年数以上在学し、学則別表第２に定める卒業に必要な単位数を修

得しなければならない。 

（他の大学において修得した単位の認定） 

第13条  学則第22条第１項及び第２項の規定により他の大学において修得し

た単位数の認定を受けようとする者は、次に掲げる書類を所定の期日までに



学長に提出しなければならない。 

(1) 単位認定願 

(2) 単位修得証明書（派遣先の大学等の長の発行するもの） 

（大学以外の教育施設等における学修に係る単位の認定） 

第14条  学則第23条第１項及び第24条第２項の規定により修得したものとみ

なし、又は与えることができる単位の認定を受けようとする者は、次に掲げ

る書類を所定の期日までに学長に提出しなければならない。 

(1) 修得単位認定申請書 

(2) 本学が認めた学修に係る成果等の通知の写し（当該学修を実施する団体

等の発行するもの） 

（入学前の既修得単位の認定） 

第15条 学則第24条第１項の規定により修得したものとみなし、又は与えるこ

とができる単位数の認定を受けようとする者は、次に掲げる書類を所定の期

日までに学長に提出しなければならない。 

(1) 既修得単位認定申請書 

(2) 卒業証明書又は在籍証明書（出身大学等の発行するもの） 

(3) 成績証明書（出身大学等の発行するもの） 

(4) 申請する授業科目について、出身大学等が作成した科目の内容、単位制

度等単位の換算・認定に必要な書類 

（委任） 

第16条 この規程に定めるもののほか、授業科目の履修方法等に関し必要な事

項は、教授会が定める。 

 

附 則 

１ この規程は、平成17年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行の際現に在学している者の授業科目の種類、配当年次、単

位数、必修又は選択の別及び卒業に必要な単位数については、第３条第１項

及び同条第２項の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

３ この規程の施行の日以降において編入学し、転入学し、又は再入学した者

に係る授業科目の種類、配当年次、単位数、必修又は選択の別及び卒業に必

要な単位数については、第３条第１項及び同条第２項の規定にかかわらず、

当該者の属する年次の在学生の例による。 

 

附 則（平成19年３月23日 規程第４号） 

１ この規程は、平成19年４月1日から施行する。 



２ この規程の施行の際現に在学している者の授業科目の種類、配当年次、単

位数、必修又は選択の別及び卒業に必要な単位数は、第３条第１項及び第２

項各号の規程にかかわらず、なお従前の例による。 

３ この規程の施行の日以降において編入学し、転入学し、又は再入学した者

に係る授業科目の種類、配当年次、単位数、必修又は選択の別及び卒業に必

要な単位数は、第３条第１項及び第２項各号の規定にかかわらず、当該者の

属する年次の在学生の例による。 

 

附 則（平成20年３月19日 規程第２号） 

１ この規程は、平成20年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行の際現に在学している者（以下「在学生」という。）の授

業科目の種類、配当年次、単位数、必修又は選択の別及び卒業に必要な単位

数は、なお従前の例による。 

３ この規程の施行の日以降において編入学し、転入学し、又は再入学した者

に係る授業科目の種類、配当年次、単位数、必修又は選択の別及び卒業に必

要な単位数は、当該者の属する年次の在学生の例による。 

 

附 則（平成21年３月30日 規程第５号） 

１ この規程は、平成21年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行の際現に在学している者（以下「在学生」という。）の授

業科目の種類、配当年次、単位数、必修又は選択の別及び卒業に必要な単位

数は、なお従前の例による。 

３ この規程の施行の日以降において編入学し、転入学し、又は再入学した者

に係る授業科目の種類、配当年次、単位数、必修又は選択の別及び卒業に必

要な単位数は、当該者の属する年次の在学生の例による。 

 

附 則（平成22年３月26日 規程第３号） 

１ この規程は、平成22年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行の際現に在学している者（以下「在学生」という。）の授

業科目の種類、配当年次、単位数、必修又は選択の別及び卒業に必要な単位

数は、なお従前の例による。 

３ この規程の施行の日以降において編入学し、転入学し、又は再入学した者

に係る授業科目の種類、配当年次、単位数、必修又は選択の別及び卒業に必

要な単位数は、当該者の属する年次の在学生の例による。 

 



 

附 則（平成22年９月30日 規程第21号） 

 この規程は、平成22年10月１日から施行する。 

 

附 則（平成23年３月23日 規程第８号） 

１ この規程は、平成23年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行の際現に在学している者（以下「在学生」という。）の授

業科目の種類、配当年次、単位数、必修又は選択の別及び卒業に必要な単位

数は、なお従前の例による。 

  ただし、この規程による改正後の岩手県立大学履修規程別表第５に規定す

る授業科目の種類のうち、幼児教育方法論については、平成21年度以降に入

学した者（編入学した者にあっては平成23年度以降に入学した者）について

適用する。 

３ この規程の施行の日以降において編入学し、転入学し、又は再入学した者

に係る授業科目の種類、配当年次、単位数、必修又は選択の別及び卒業に必

要な単位数は、当該者の属する年次の在学生の例による。  

 



別表第１（第３条関係） 

社会福祉士国家試験受験資格の取得に必要な授業科目及び単位数 
「社会福祉士に関する科目を定める省令」に定める指

定科目の名称 

（平成20年文部科学省・厚生労働省告示第3号） 

本学における授業科目の名称 単位数 備         考 

①人体の構造と機能及び疾病 医学概論 ２ 

①人体の構造と機能及び疾病：
医学概論、②心理学理論と心理

的支援：心理学、③社会理論と
社会システム：社会学は、選択科
目なので、①～③のうちからひと

つ履修すること。ただし、①～③
のいずれも国家試験の対象とな
る科目なので、受験希望者は履

修することが望ましい。 
 
⑰就労支援サービス：公的扶助

論Ⅱ・児童福祉論Ⅱ・障害者福
祉論Ⅱ、⑱権利擁護と成年後見
制度：社会福祉法制論・老人福

祉論Ⅰ・児童福祉論Ⅱ・障害者
福祉論Ⅱ、⑲更生保護制度：社
会福祉法制論・児童福祉論Ⅱ・

障害者福祉論Ⅱは選択科目な
ので、⑰～⑲のうちからひとつ履
修すること。ただし、⑰～⑲のい

ずれも、国家試験の対象となる
科目なので、受験希望者は履修
することが望ましい。 

②心理学理論と心理的支援 心理学 ２ 

③社会理論と社会システム 社会学 ２ 

④現代社会と福祉 
社会福祉原論Ⅰ 
社会福祉原論Ⅱ 

２ 
２ 

⑤社会調査の基礎 調査技法 ２ 

⑥相談援助の基盤と専門職 
ソーシャルワーク入門 

社会福祉専門職論 

２ 

２ 

⑦相談援助の理論と方法 

ソーシャルワーク論Ⅰ 
ソーシャルワーク論Ⅱ 

ソーシャルワーク論Ⅲ 
ソーシャルワーク論Ⅴ 

２ 
２ 

２ 
２ 

⑧地域福祉の理論と方法 
地域福祉論 

ソーシャルワーク論Ⅳ 

２ 

２ 

⑨福祉行財政と福祉計画 公的福祉経営論 ２ 

⑩福祉サービスの組織と経営 福祉サービス論 ２ 

⑪社会保障 
社会保障論Ⅰ 

社会保障論Ⅱ 

２ 

２ 

⑫高齢者に対する支援と介護保険制度 
老人福祉論Ⅱ 
介護概論Ⅰ 

２ 
２ 

⑬障害者に対する支援と障害者自立支援制
度 

障害者福祉論Ⅰ ２ 

⑭児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉
制度 

児童福祉論Ⅰ ２ 

⑮低所得者に対する支援と生活保護制度 公的扶助論Ⅰ ２ 

⑯保健医療サービス 医療保健制度論 ２ 

⑰就労支援サービス 
公的扶助論Ⅱ 
児童福祉論Ⅱ 
障害者福祉論Ⅱ 

２ 
２ 
２ 



⑱権利擁護と成年後見制度 

社会福祉法制論 
老人福祉論Ⅰ 

児童福祉論Ⅱ 
障害者福祉論Ⅱ 

２ 
２ 

２ 
２ 

⑲更生保護制度 

社会福祉法制論 

児童福祉論Ⅱ 
障害者福祉論Ⅱ 

２ 

２ 
２ 

⑳相談援助演習 

社会福祉基礎演習 
ソーシャルワーク演習Ⅰ 
ソーシャルワーク演習Ⅱ 

ソーシャルワーク演習Ⅲ 
ソーシャルワーク演習Ⅳ 

２ 
２ 
２ 

２ 
２ 

○21 相談援助実習指導 

社会福祉基礎実習 

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 
ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 

２ 

１ 
１ 

○22 相談援助実習 ソーシャルワーク現場実習 ４ 

 



別表第２（第３条関係） 

精神保健福祉士試験受験資格に必要な授業科目及び単位数 

精神保健福祉士試験受験資格 

に定める指定科目の名称 

（平成20年厚生労働省告示第307号） 

本学における授業科目の名称 単位数 備         考 

精神医学 精神保健Ⅰ ２ 

＜人体の構造と機能及び疾病

＞＝「医学概論」、＜心理学理

論と心理的支援＞＝「心理学」、

＜社会理論と社会システム＞＝

「社会学」のうちからひとつ選択

し、履修すること。 

ただし、＜人体の構造と機能及

び疾病＞＝「医学概論」、＜心

理学理論と心理的支援＞＝「心

理学」、＜社会理論と社会システ

ム＞＝「社会学」のいずれも国家

試験の対象となる科目なので、

受験希望者は履修することが望

ましい。 

精神保健学 精神保健Ⅱ ２ 

精神科リハビリテーション学 地域保健福祉 ２ 

精神保健福祉論 精神保健福祉論 ２ 

精神保健福祉援助技術総論 

ソーシャルワーク入門 

社会福祉専門職論 

ソーシャルワーク論Ⅰ 

ソーシャルワーク論Ⅱ 

ソーシャルワーク論Ⅲ 

ソーシャルワーク論Ⅴ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

精神保健福祉援助技術各論 精神保健福祉援助技術各論 ２ 

精神保健福祉援助演習 精神保健福祉援助演習 ４ 

精神保健福祉援助実習 精神保健福祉援助実習 ６ 

現代社会と福祉 
社会福祉原論Ⅰ 

社会福祉原論Ⅱ 

２ 

２ 

社会保障 
社会保障論Ⅰ 

社会保障論Ⅱ 

２ 

2 

低所得者に対する支援と生活保護制度 公的扶助論Ⅰ ２ 

地域福祉の理論と方法 
地域福祉論 

ソーシャルワーク論Ⅳ 

２ 

２ 

心理学理論と心理的支援 心理学 ２ 

社会理論と社会システム 社会学 ２ 

人体の構造と機能及び疾病 医学概論 ２ 

福祉行財政と福祉計画 公的福祉経営論 ２ 

保健医療サービス 医療保健制度論 ２ 

権利擁護と成年後見制度 

社会福祉法制論 

老人福祉論Ⅰ 

児童福祉論Ⅱ 

障害者福祉論Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 



別表第３（第３条関係） 

介護福祉士国家試験の受験資格取得に必要な授業科目と単位数 
介護福祉士養成施設の指定基準に定め
る科目（平成20年文部科学省・厚生労働
省令第2号） 

指 定 

時間数 

本学における教育課程 
備      考 

授業科目等の名称 配当単位数 配当時間数 

人
間
と
社
会 

人間の尊厳と自立 ３０ 社会福祉原論Ⅰ ２ ３０ 

すべて履修するこ
と。 

人間関係とコミュニケーション ３０ ソーシャルワーク演習Ⅰ ２ ３０ 

社会の理解 ６０ 
生活構造論 
社会保障論Ⅰ 
障害者福祉論Ⅱ 

２ 
２ 
２ 

３０ 
３０ 
３０ 

その他（選択科目） １２０ 

法学Ⅱ 
社会学 

心理学 
社会保障論Ⅱ 

２ 
２ 

２ 
２ 

３０ 
３０ 

３０ 
３０ 

介 
 

 
 

護 

介護の基本 １８０ 

介護概論Ⅱ 

家族臨床論 
介護概論Ⅰ 
リハビリテーション論 

リスクマネジメント論 
地域ケアシステム論 

２ 

２ 
２ 
２ 

２ 
２ 

３０ 

３０ 
３０ 
３０ 

３０ 
３０ 

コミュニケーション技術 ６０ 
コミュニケーション技術 
社会福祉基礎演習 

１ 
２ 

３０ 
３０ 

生活支援技術 ３００ 

生活支援技術演習Ⅰ 

生活支援技術演習Ⅱ 
生活支援技術演習Ⅲ 
レクリエーション活動援助法 

家政学概論 
ユニバーサルサポート論 
家政学演習 

２ 

２ 
１ 
２ 

２ 
２ 
１ 

６０ 

６０ 
３０ 
６０ 

３０ 
３０ 
３０ 

介護過程 １５０ 

介護過程の基礎 
介護過程Ⅰ 

介護過程Ⅱ 
介護過程Ⅲ 

２ 
１ 

２ 
１ 

３０ 
３０ 

６０ 
３０ 

介護総合演習 １２０ 

介護総合演習Ⅰ 

介護総合演習Ⅱ 
介護総合演習Ⅲ 
社会福祉データ解析 

１ 

１ 
１ 
２ 

３０ 

３０ 
３０ 
３０ 

介護実習 ４５０ 
介護実習Ⅰ 
介護実習Ⅱ 

介護実習Ⅲ 

５ 
２ 

３ 

２３２ 
８０ 

１４４ 

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み 

発達と老化の理解 ６０ 
発達心理学 
発達と老化の理解 

２ 
２ 

３０ 
３０ 

認知症の理解 ６０ 
認知症介護論 
老人福祉論Ⅰ 

２ 
２ 

３０ 
３０ 

障害の理解 ６０ 
発達障害論 
障害者福祉論Ⅰ 

２ 
２ 

３０ 
３０ 

こころとからだのしくみ １２０ 

精神保健Ⅰ 
医学概論 
人間工学論 

心身システム論 

２ 
２ 
２ 

２ 

３０ 
３０ 
３０ 

３０ 

注１ 介護福祉士国家試験の受験資格の取得を希望する者は、福祉臨床学科介護福祉資格課程（以下「課程」という。）への登録を受け、
課程に３年以上在籍し、上記に定める科目及び単位を修めて卒業しなければならない。 

 ２ 課程への登録は、１年前期に行うものとし、課程の定員は、一の登録につき20名（総定員80名）とする。 
 ３ 課程への転入学（編入学を含む。）は、認めない。 

  ４ 科目等履修生は、介護福祉士の資格取得は認めない。 

 

 



別表第４（第３条関係） 

保育士資格取得に必要な授業科目及び単位数 
保 育 士 を 養 成 す る 学 校 
その他 の施 設 の修 業 教 科 目 
（平成13年厚生労働省告示第198号） 

単位数 
本学における教育課程 

備      考 
授業科目等の名称 単位数 

教

養

科

目 

外国語に関する演習 ２以上 

英語表現Ⅰ 
英語表現Ⅱ 
英語表現Ⅲ 

英語表現Ⅳ 
英語表現Ⅴ 
外国語Ⅰ 

外国語Ⅱ 
外国語自由聴講科目 

２ 
２ 
２ 

２ 
２ 
２ 

２ 
２ 

１ 外国語に関する
演習の科目から
２単位以上選択

し、修得するこ
と。 

２ 「健康科学」「体

育実技」は必ず
履修すること。 

３ 上記以外の科目

から６単位以上
選択し、履修す
ること。 

体育に関する講義及び実技 
講義 
実技 

１ 
１ 

健康科学 
体育実技 

２ 
１ 

上記以外の科目 ６以上 

心理学 

社会学 
法学Ⅰ 
医学概論 

基礎統計法 
情報メディア入門 
コンピュータ入門 

基礎教養入門 
学の世界入門 
問題論的アプローチ科目 

２ 

２ 
２ 
２ 

２ 
２ 
２ 

１ 
１ 
２ 

必

修

科

目 

保育の本質・目的に

関する科目 

 社会福祉 ２ 社会福祉原論Ⅰ ２ 全て履修すること。 

 相談援助 １ ソーシャルワーク演習Ⅰ ２ 

 児童家庭福祉 ２ 児童福祉論Ⅰ ２ 

 保育原理 ２ 保育原理 ２ 

 社会的養護 ２ 養護原理 ２ 

 教育原理 ２ 教育原理 ２ 

保育者論 ２ 保育者論 ２ 

保育の対象の理解に
関する科目 

 保育の心理学Ⅰ ２ 発達心理学 ２ 

 保育の心理学Ⅱ １ 保育の心理学 １ 

 子どもの保健Ⅰ ４ 
小児保健Ⅰ 

精神保健Ⅰ 

２ 

２ 

 子どもの保健Ⅱ １ 小児保健Ⅱ １ 

 子どもの食と栄養 ２ 小児栄養 ２ 

 家族支援論 ２ 家族臨床論 ２ 

保育の内容・方法に
関する科目 

 保育課程論 ２ 幼児教育課程論 ２ 

 保育内容総論 １ 保育内容総論 ２ 

 保育内容演習 ５ 

保育内容 環境 
保育内容 人間関係 
保育内容 言葉 

保育内容 表現 

２ 
２ 
２ 

２ 

 乳児保育 ２ 乳児保育 ２ 

 障害児保育 ２ 発達障害論 ２ 

 社会的養護内容 １ 養護内容 １ 

 保育相談支援 １ 育児支援論 ２ 

保育の表現技術 保育の表現技術 ４ 

音楽実技 

図画工作 
小児体育 

２ 

２ 
２ 

保育実習 

保育実習Ⅰ ４ 
児童福祉実習Ⅰ 

児童福祉実習Ⅱ 

２ 

２ 

保育実習指導Ⅰ ２ 
児童福祉実習指導Ⅰ 

児童福祉実習指導Ⅱ 

１ 

１ 

総合演習 保育実践演習 ２ 児童福祉専門演習 ２ 

選

択

必

修

科

目 

保育の本質・目的の

理解に関する科目 

 15以上 

社会福祉原論Ⅱ 
育児支援論 
児童福祉論Ⅱ 

２ 
２ 
２ 

１ 「児童福祉実習
Ⅲ」及び、「児童
福祉実習指導

Ⅲ」を除く選択必
修科目の中から
８単位以上選択

し、履修するこ
と。 

２ 「児童福祉実習

保育の対象の理解に

関する科目 

精神保健Ⅱ 
臨床心理学 
家族社会学 

２ 
２ 
２ 

保育の内容・方法の
理解に関する科目 

保育内容 音楽 

保育内容 造形 
保育内容 健康 

２ 

２ 
２ 保育の表現技術 



保 育 士 を 養 成 す る 学 校 
その他 の施 設 の修 業 教 科 目 

（平成13年厚生労働省告示第198号） 

単位数 
本学における教育課程 

備      考 
授業科目等の名称 単位数 

保育実習 

保育実習Ⅱ又は 
保育実習Ⅲ 

２ 児童福祉実習Ⅲ ２ 
Ⅲ」及び、「児童
福祉実習指導

Ⅲ」は必ず履修
すること。 

保育実習指導Ⅱ又は 
保育実習指導Ⅲ 

１ 児童福祉実習指導Ⅲ １ 

注 保育士取得に係る問題論的アプローチ科目については、下記の中から１科目２単位を取得するものとする。 

「自己と他者」、「心と身体」、「からだのしくみ」、「個と集団」、「東北の近代」、「日常生活と法」、「科学と倫理」、「進化生物学」、「職業

と倫理」、「哲学と文学理論」



別表第５（第３条関係） 教育職員免許状の取得に必要な授業科目の種類、単位数及び必修又は選択の別 

１ 高等学校教諭一種免許状(保健) 
教育職員免許法施行規則に定める科目区分及び免許状取得に必要な最低単位数 

授業科目の名称 

単位数 本学におけ
る免許状取
得に必要な
最低単位数 

備    
考 科目区分 単位数 必修 選択 

教 

科 

に 

関 

す 

る 

科 

目 

生理学、栄養学、微生物学、解剖学 

教科に関
する科目 
20単位 

 
 
 

教職に関
する科目 
23単位 

 
 
 

教科又は
教職に関
する科目 
16単位 

形態機能学Ⅰ 
形態機能学Ⅱ 
薬理代謝学 
栄養代謝学 
感染免疫学 
食品栄養学 

２ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

 ７ 

必修
及び選
択の別
は 、 教
育職員
免許状
を取得
する上
での必
修 ・ 選
択の別
であり、
卒業要
件 と し
ての必
修 ・ 選
択の別
と は 異
な る も
の であ
ること。 

衛生学及び公衆衛生学 

公衆衛生学 
保健統計学 
環境保健学 
健康管理論 

１ 
１ 
１ 
１ 

 ４ 

学校保健（小児保健、精神保健、学校安全及
び救急処置を含む。） 

学校看護学 
小児看護学概論 
小児発達看護論 
小児臨床看護論Ⅰ 
小児臨床看護論Ⅱ 
学校健康相談活動 
精神保健論 
精神看護学概論 
学校・産業看護論 
地域看護学実習 
感染看護論 
成人生活ケア論 
地域看護学概論 
地域看護システム論 
看護学総合実習 
看護情報管理論 
看護研究方法論 

２ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
３ 
１ 
１ 
２ 
１ 
２ 
 
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
 

21 

教 

職 

に 
関 

す 

る 

科 

目 

教 職 の 意
義 等 に 関
する科目 

・教職の意義及び教員の役割 
・教員の職務内容（研修、服
務及び身分保障等を含む。） 
・進路選択に資する各種の
機会の提供等 

教職概論 ２  ２ 

教 育 の 基
礎 理 論 に
関する科目 

・教育の理念並びに教育に
関する歴史及び思想 

教育原理 ２  

６ 

・幼児、児童及び生徒の心身
の発達及び学習の過程（障
害のある幼児、児童及び生
徒の心身の発達及び学習の
過程を含む。） 

教育心理学 ２  

・教育に関する社会的、制度
的又は経営的事項 

教育行政学 ２  

教 育 課程
及び指導
法に関する
科目 

・教育課程の意義及び編成
の方法 

教育課程論 ２  

10 
・各教科の指導法 保健科教育法Ⅰ 

保健科教育法Ⅱ 
２ 
２ 

 

・特別活動の指導法 特別活動論 ２  
・教育の方法及び技術（情報機
器及び教材の活用を含む。） 

教育方法論 ２  

生徒指導、
教育相談
及び進路
指導等 に
関する科目 

・生徒指導の理論及び方法 
・進路指導の理論及び方法 

生徒指導論 ２  

４ ・教育相談（カウンセリングに
関する基礎的な知識を含
む。）の理論及び方法 

教育相談論 ２  

教職実践演習 教職実践演習（中・高） ２  ２ 

教育実習 
教育実習Ⅰ 
教育実習Ⅱ(高等学校） 

１ 
２ 

 ３ 

教育職員免許法
施行規則第66条
の６に定める科目 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２  ２ 

体育 ２ 
健康科学 
体育実技 

２ 
１ 

 ３ 

外国語コミュニケーション ２ 
英語表現Ⅲ 
英語表現Ⅳ 

２ 
２ 

 ４ 

情報機器の操作 ２ 
情報メディア入門 
コンピュータ入門 

２ 
２ 

 ４ 

 



２ 養護教諭一種免許状 
教育職員免許法施行規則に定める科目区分及び免許状取得に必要な最低単位数 

授業科目の名称 

単位数 本学におけ
る免許状取
得に必要な
最低単位数 

備    
考 科目区分 単位数 必修 選択 

養 

護 

に 

関 

す 

る 

科 

目 

衛生学及び公衆衛生学（予防医学を含む。） 

養護に関
する科目 
28単位 

 
 
 

教職に関
する科目 
21単位 

 
 
 

養護又は
教職に関
する科目 
７単位 

公衆衛生学 
保健統計学 
環境保健学 
健康管理論 

１ 
１ 
１ 
１ 

 ４ 

必 修
及 び 選
択 の 別
は、教育
職 員 免
許状を取
得する上
で の 必
修・選択
の別であ
り、卒業
要件とし
て の 必
修・選択
の別とは
異なるも
のである
こと。 

学校保健 
小児発達看護論 
学校・産業看護論 
地域看護学概論 

１ 
１ 
２ 

 ４ 

養護概説 学校看護学 ２  ２ 

健康相談活動の理論及び方法 
人間関係論 
学校健康相談活動 

１ 
１ 

 
２ 

栄養学（食品学を含む。） 
食品栄養学 
栄養代謝学 

１ 
１ 

 ２ 

解剖学及び生理学 
形態機能学Ⅰ 
形態機能学Ⅱ 

２ 
１ 

 ３ 

「微生物学、免疫学、薬理概論」 
薬理代謝学 
感染免疫学 

１ 
１ 

 ２ 

精神保健 
精神保健論 
精神看護学概論 

１ 
１ 

 ２ 

看護学（臨床実習及び救急処置を含む。） 

看護情報学 
臨床病態治療学Ⅰ 
臨床病態治療学Ⅱ 
看護学序論 
看護基礎理論Ⅰ 
看護援助技術論Ⅰ 
看護援助技術論Ⅱ 
母性看護学概論 
母性臨床看護論Ⅰ 
母性臨床看護論Ⅱ 
小児臨床看護論Ⅰ 
小児看護学概論 
老年看護学概論 
成人看護学概論 
看護基礎学実習 
小児看護学実習 
家族ケア論 
精神臨床看護論Ⅰ 
地域看護技術論 
成人生活ケア論 

１ 
１ 
１ 
２ 
１ 
２ 
１ 
１ 
１ 
２ 
１ 
１ 
１ 
１ 
３ 
３ 
１ 
１ 
１ 
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

27 

教 

職 

に 

関 

す 

る 

科 

目 

教職の意義
等に関する科
目 

・・教職の意義及び教員の役割 
・・教員の職務内容（研修、服務
及び身分保障等を含む。） 

・・進路選択に資する各種の機
会の提供等 

教職概論 ２  ２ 

教育の基礎
理論に関する
科目 

・・教育の理念並びに教育に関
する歴史及び思想 

教育原理 ２  

６ 

・・幼児、児童及び生徒の心身の
発達及び学習の過程（障害の
ある幼児、児童及び生徒の心
身の発達及び学習の過程を含
む。） 

教育心理学 ２  

・・教育に関する社会的、制度的
又は経営的事項 

教育行政学 ２  

教育課程に
関する科目 

・・教育課程の意義及び編成の方法 教育課程論 ２  

５ 
・・道徳及び特別活動に関する内容 道徳・特別活動論 １  
・・教育の方法及び技術（情報機
器及び教材の活用を含む。） 

教育方法論 ２  

生徒指導及
び教育相談
に関する科目 

・・生徒指導の理論及び方法 生徒指導論 ２  

４ 
・・教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む。）の
理論及び方法 

教育相談論 ２  

教職実践演習 教職実践演習（中・高） ２  ２ 

養護実習 
養護実習 
事前事後指導 

４ 
１ 

 ５ 

教育職員免許法施行
規則第66条の６に定め
る科目 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２  ２ 

体育 ２ 
健康科学 
体育実技 

２ 
１ 

 ３ 

外国語コミュニケーション ２ 
英語表現Ⅲ 
英語表現Ⅳ 

２ 
２ 

 ４ 

情報機器の操作 ２ 
情報メディア入門 
コンピュータ入門 

２ 
２ 

 ４ 



３ 高等学校教諭一種免許状(福祉) 
教育職員免許法施行規則に定める科目区分及び免許状取得に必要な最低単位数 

授業科目の名称 

単位数 本学における

免許状取得に
必要な最低単

位数 

備 考 
科目区分 単位数 必修 選択 

教 

科 

に 

関 

す 

る 

科 

目 

社会福祉学（職業指導を含む。） 

教科に関
する科目 

20単位 
 
 

 
教職に関
する科目 

23単位 
 
 

 
教科又は
教職に関

する科目 
16単位 

社会福祉原論Ⅰ 
社会福祉原論Ⅱ 
社会保障論Ⅰ 

社会保障論Ⅱ 
地域福祉論 
公的扶助論Ⅰ 

２ 
２ 
２ 

 
２ 
２ 

 
 
 

２ 
 
 

36 

必 修
及 び 選
択 の 別

は 、 教
育 職 員
免 許 状

を 取 得
す る 上
で の 必

修・選択
の 別 で
あり、卒

業 要 件
としての
必修・選

択 の 別
とは異な
るもので

あ る こ
と。 

高齢者福祉、児童福祉及び障害者福祉 

老人福祉論Ⅱ 
児童福祉論Ⅰ 

児童福祉論Ⅱ 
障害者福祉論Ⅱ 

 
２ 

 
 

２ 
 

２ 
２ 

社会福祉援助技術 

ソーシャルワーク入門 

ソーシャルワーク論Ⅰ 
ソーシャルワーク論Ⅱ 

２ 

２ 
２ 

 

 
 

介護理論及び介護技術 
介護概論Ⅰ 

介護概論Ⅱ 

２ 

２ 
 

社会福祉総合実習 

（社会福祉援助実習及び社会福祉施設等に
おける介護実習を含む。） 

社会福祉基礎演習 

社会福祉基礎実習 
ソーシャルワーク演習Ⅰ 

２ 

２ 
２ 

 
 

人体構造及び日常生活行動に関する理解 
医学概論 

心身システム論 

２ 

２ 
  

加齢及び障害に関する理解 

老人福祉論Ⅰ 

障害者福祉論Ⅰ 
発達と老化の理解 

２ 

２ 
２ 

  

教 
職 

に 

関 

す 

る 

科 

目 

教職の意義等
に関する科目 

・教職の意義及び教員の役

割 
・教員の職務内容（研修、服
務及び身分保障等を含む。） 

・進路選択に資する各種
の機会の提供等 

教職概論 ２  ２ 

教育の基礎理

論に関する科
目 

・教育の理念並びに教育
に関する歴史及び思想 

教育原理 ２  

６ 

・幼児、児童及び生徒の

心身の発達及び学習の
過程（障害のある幼児、
児童及び生徒の心身の

発達及び学習の過程を
含む。） 

教育心理学 ２  

・教育に関する社会的、制
度的又は経営的事項 

教育行政学 ２  

教育課程及び
指導法に関す

る科目 

・教育課程の意義及び編

成の方法 
教育課程論 ２  

10 

・各教科の指導法 福祉科教育法Ⅰ 

福祉科教育法Ⅱ 

２ 

２ 
 

・特別活動の指導法 特別活動論 ２  

・教育の方法及び技術（情
報機器及び教材の活用
を含む。） 

教育方法論 ２  

生徒指導、教
育相談及び進

路指導等に関
する科目 

・生徒指導の理論及び方
法 
・進路指導の理論及び方

法 

生徒指導論 ２  

４ 

・教育相談（カウンセリング

に関する基礎的な知識を
含む。）の理論及び方法 

教育相談論 ２  

教職実践演習 教職実践演習（中・高） ２  ２ 

教育実習 
教育実習Ⅰ 

教育実習Ⅱ(高等学校） 

１ 

２ 
 ３ 

教育職員免許法施行
規則第66条の６に定
める科目 

日本国憲法 ２ 法学Ⅰ ２  ２ 

体育 ２ 
健康科学 

体育実技 

２ 

１ 
 ３ 

外国語コミュニケーション ２ 
英語表現Ⅲ 

英語表現Ⅳ 

２ 

２ 
 ４ 

情報機器の操作 ２ 
情報メディア入門 
コンピュータ入門 

２ 
２ 

 ４ 



４ 高等学校教諭一種免許状（公民）（社会福祉学部に限る。） 
教育職員免許法施行規則に定める科目区分及び免許状取得に必要な最低単位数 

授業科目の名称 

単位数 本学におけ

る免許状取
得に必要な
最低単位数 

備    
考 科目区分 単位数 必修 選択 

教 

科 

に 

関 

す 

る 

科 

目 

「法律学（国際法を含む。）、政治学（国際政

治を含む。）」 

教科に関
する科目 
20単位 

 
 
 

教職に関
する科目 
23単位 

 
 
 

教科又
は教職に
関する科

目 
16単位 

法学（国際法を含む。） 
社会福祉法制論 
政治学 

国際関係論 
行政学 
公的福祉経営論 

法学Ⅱ 
社会政策システム論 
福祉政策論 

２ 
 
２ 

２ 
 
 

 
２ 
 

 
２ 
２ 

２ 
２ 
２ 

16 

必 修
及 び 選
択 の 別

は、教育
職 員 免
許状を取

得する上
で の 必
修・選択

の別であ
り、卒業
要件とし

て の 必
修・選択
の別とは

異なるも
のである
こと。 

 

「社会学、経済学（国際経済を含む。）」 

社会学 
地域社会学 

経済学 
家族社会学 
経営学 

社会福祉経済論 
福祉ビジネス論 

２ 
 

２ 
 
２ 

 
 

 
２ 

 
２ 
 

２ 
２ 

「哲学、倫理学、宗教学、心理学」 

哲学 

心理学 
臨床心理学 
パーソナリティ心理学 

人間関係論 

２ 

２ 
 
 

 

 

 
２ 
２ 

２ 

教 

職 

に 
関 
す 

る 

科 

目 

教職の意義等
に関する科目 

・教職の意義及び教員の

役割 
・教員の職務内容（研修、
服務及び身分保障等を含

む。） 
・進路選択に資する各種の
機会の提供等 

教職概論 ２  ２ 

教育の基礎理
論に関する科

目 

・教育の理念並びに教育に
関する歴史及び思想 

教育原理 ２  

６ 

・幼児、児童及び生徒の心
身の発達及び学習の過程
（障害のある幼児、児童及

び生徒の心身の発達及び
学習の過程を含む。） 

教育心理学 ２  

・教育に関する社会的、制

度的又は経営的事項 
教育行政学 ２  

教育課程及び
指導法に関す

る科目 

・教育課程の意義及び編

成の方法 
教育課程論 ２  

10 

・各教科の指導法 社会科・公民科教育法Ⅰ 
社会科・公民科教育法Ⅱ 

２ 
２ 

 

・特別活動の指導法 特別活動論 ２  

・教育の方法及び技術（情

報機器及び教材の活用を
含む。） 

教育方法論 ２  

生徒指導、教

育相談及び進
路指導等に関
する科目 

・生徒指導の理論及び方法 
・進路指導の理論及び方法 

生徒指導論 ２  

４ ・教育相談（カウンセリング

に関する基礎的な知識を
含む。）の理論及び方法 

教育相談論 ２  

教職実践演習 教職実践演習（中・高） ２ 
 
 

２ 

教育実習 
教育実習Ⅰ 

教育実習Ⅱ（高等学校） 

１ 

２ 
 ３ 

教育職員

免許法施
行規則第
66 条 の 6

に定める
科目 

日本国憲法 ２ 法学Ⅰ ２  ２ 

体育 ２ 
健康科学 
体育実技 

２ 
１ 

 ３ 

外国語コミュニケーション ２ 
英語表現Ⅲ 
英語表現Ⅳ 

２ 
２ 

 ４ 

情報機器の操作 ２ 
情報メディア入門 

コンピュータ入門 

２ 

２ 
 ４ 

 



５ 幼稚園教諭一種免許状 
教育職員免許法施行規則に定める科目区分及び免許状取得に必要な最低単

位数 
授業科目の名称 

単位数 
本学におけ

る免許状取
得に必要な
最低単位数 

備    
考 

科目区分 単位数 必修 選択 

教 

科 

に 

関 

す 

る 

科 

目 

国語、算数、生活、音楽、図画工作、体育
のうち１以上の科目 

教科に関

する科目 
6単位 

 

 
 

教職に関

する科目 
35単位 

 

 
 

教科又

は教職に
関する科
目 

10単位 

国語概論 
生活 
音楽実技 

図画工作 
小児体育 

 
 
２ 

２ 
２ 

２ 
２ 
 

 
 

６ 

必 修
及 び 選
択 の 別

は、教育
職 員 免
許状を取

得する上
で の 必
修・選択

の別であ
り、卒業
要件とし

て の 必
修・選択
の別とは

異なるも
のである
こと。 

 

教 

科 

に 

関 

す 

る 

科 

目 

教職の意義等に
関する科目 

・教職の意義及び教員の

役割 
・教員の職務内容（研修、
服務及び身分保障等を含

む。） 
・進路選択に資する各種の
機会の提供等 

教職概論 ２  ２ 

教育の基礎理論
に関する科目 

・教育の理念並びに教育に
関する歴史及び思想 

教育原理 
保育原理 

２ 
 

 
２ 

８ ・幼児、児童及び生徒の心
身の発達及び学習の過程
（障害のある幼児、児童及

び生徒の心身の発達及び
学習の過程を含む。） 

教育心理学 
発達心理学 

発達障害論 

 
２ 

２ 

２ 
 

 

・教育に関する社会的、制

度的又は経営的事項 
教育行政学 ２  

教育課程及び指
導法に関する科

目 

・教育課程の意義及び編

成の方法 
幼児教育課程論 ２  

18 

（保育
内容の
表現、

音楽、
造形の
3科目

のうち2
科目が
必修） 

・各教科の指導法 保育内容総論 
保育内容 健康 

保育内容 人間関係 
保育内容 環境 
保育内容 言葉 

保育内容 表現 
保育内容 音楽 
保育内容 造形 

２ 
２ 

２ 
２ 
２ 

 
 
 

 
 

 
 
 

２ 
２ 
２ 

・教育の方法及び技術（情
報機器及び教材の活用を

含む。） 

幼児教育方法論 ２  

生徒指導、教育
相談及び進路指

導等に関する科
目 

・幼児理解の理論及び方
法 教育相談の基礎 

家族臨床論 
 

２ 
 
 

２ ２ ・教育相談（カウンセリング
に関する基礎的な知識を

含む。）の理論及び方法 

教職実践演習 教職実践演習（幼稚園） ２  ２ 

教育実習 
幼稚園教育実習Ⅰ 
幼稚園教育実習Ⅱ 

２ 
３ 

 ５ 

教育職員

免許法施
行規則第
66 条 の 6

に定める
科目 

日本国憲法 ２ 法学Ⅰ ２  ２ 

体育 ２ 
健康科学 
体育実技 

２ 
１ 

 
 

３ 

外国語コミュニケーション ２ 
英語表現Ⅲ 
英語表現Ⅳ 

２ 
２ 

 ４ 

情報機器の操作 ２ 
情報メディア入門 
コンピュータ入門 

２ 
２ 

 ４ 

 

 



６ 高等学校教諭一種免許状（情報） 

教育職員免許法施行規則に定める科目区分及び免許状取得に必要な最低単位数 

授業科目の名称 

単位数 本学における
免許状取得に
必要な最低単

位数 

備    考 
科目区分 単位数 必修 選択 

教 

科 

に 

関 

す 

る 

科 

目 

情報社会及び情報倫理 

教科に関
する科目 
20単位 

 
 
 

教職に関
する科目 
23単位 

 
 
 

教科又は
教職に関
する科目 
16単位 

情報と法律 
情報環境論 
メディア論 

２ 
 
２ 

 
２ 

 

23 

情報環境論、
組込みＯＳ論、
基盤システム
演習Ａのうちか
ら１科目以上選
択し、修得する
こと 

コンピュータ及び情報処理（実習を含む。） 

コンピュータシステム序論 
コンピュータアーキテクチャ 
オペレーティングシステム論 
組込みＯＳ論 
プログラム言語構造論 
ソフトウェア演習Ａ 
ソフトウェア演習Ｂ 
ソフトウェア演習Ｃ 
ハードウェア基礎 
基盤システム演習Ａ 

２ 
４ 
２ 
 
４ 
１ 
１ 
１ 
２ 
 

 
 
 
２ 
 
 
 
 
 
２ 

情報システム（実習を含む。） 

ソフトウェア設計学 
情報システム基礎論 
ファイルとデータベース 
情報システム構築学 
基盤システム演習Ｂ 
基盤システム演習Ｃ 
メディアシステム演習Ａ 
メディアシステム演習Ｂ 
メディアシステム演習Ｃ 
知能システム演習Ａ 
知能システム演習Ｂ 
知能システム演習Ｃ 
情報システム演習Ａ 
情報システム演習Ｂ 
情報システム演習Ｃ 

４ 
４ 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
４ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

12 

各領域のシス
テム演習科目
は、１科目以上
選択し、修得
すること。 

情報通信ネットワーク（実習を含む。） 

情報ネットワーク論 
情報ネットワーク実践論 
セキュリティ論 
性能評価 

２ 
 
２ 
 

 
２ 
 
２ 

12 

情報ネットワー
ク実践論、性能
評価、コミュニ
ケーション論、
ヒューマンイン
タフェースのう
ちから、1科目
以上選択し、
修得すること。 

マルチメディア表現及び技術（実習を含む。） 

メディアシステム学 
ヒューマンインターフェース 
シミュレーション学 
コミュニケーション論 

４ 
 
２ 
 

 
２ 
 
２ 

情報と職業 

情報と職業 
統合情報システム学 
戦略情報システム学 
起業論 

２ 
 
 

 

 
４ 
２ 
２ 

４ 

 戦略情報シス
テム学及び起
業論のうちから
１科目以上選
択し、修得する
こと。 

教 

職 

に 

関 

す 

る 

科 

目 

教職の意義等に
関する科目 

・・教職の意義及び教員の役割 
・・教員の職務内容（研修、服務及
び身分保障等を含む。） 

・・進路選択に資する各種の機会
の提供等 

教職概論 ２  ２ 

 
 

教育の基礎理論
に関する科目 

・・教育の理念並びに教育に関す
る歴史及び思想 

教育原理 ２ 

 ６ 

・・幼児、児童及び生徒の心身の
発達及び学習の過程（障害のあ
る幼児、児童及び生徒の心身の
発達及び学習の過程を含む。） 

教育心理学 ２ 

・・教育に関する社会的、制度的
又は経営的事項 

教育行政学 ２ 

教育課程及び指
導法に関する科
目 

・・教育課程の意義及び編成の方法 教育課程論 ２ 

 10 
・・各教科の指導法 

情報科教育法Ⅰ 
情報科教育法Ⅱ 

２ 
２ 

・・特別活動の指導法 特別活動論 ２ 

・・教育の方法及び技術（情報機
器及び教材の活用を含む。） 

教育方法論 ２ 

生徒指導、教育
相談及び進路指
導等に関する科
目 

・・生徒指導の理論及び方法 
・・進路指導の理論及び方法 

生徒指導論 ２ 

 ４ ・・教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む。）の
理論及び方法 

教育相談論 ２ 

教職実践演習 教職実践演習（中・高） ２  ２ 

教育実習 
教育実習Ⅰ 
教育実習Ⅱ（高等学校） 

１ 
２ 

 ３ 

教育職員免許法施行規
則第66条の６に定める
科目 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２  ２ 

体育 ２ 
健康科学 
体育実技 

２ 
１ 

 ３ 

外国語コミュニケーション ２ 
英語表現Ⅲ 
英語表現Ⅳ 

２ 
２ 

 ４ 

情報機器の操作 ２ 
情報メディア入門 
コンピュータ入門 

２ 
２ 

 ４ 

 



７ 中学校教諭一種免許状（社会） 
教育職員免許法施行規則に定める科目区分及び免許状取得に必要な最低単位数 

授業科目の名称 

単位数 本学における
免許状取得
に必要な最低
単位数 

備    考 
科目区分 単位数 必修 選択 

教 

科 

に 

関 

す 

る 

科 

目 

日本史及び外国史 

教科に関
する科目 
20単位 

 
 
 

教職に関
する科目 
31単位 

 
 
 

教科又は
教職に関
する科目 
８単位 

日本史概説 
経済史 
地域文化論 
外国史概説 

２ 
 
 
２ 

 
２ 
２ 
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１ 必修及
び選択
の別は、
教育職
員免許
状を取
得する
上での
必修・選
択の別
であり、
卒業要
件として
の必修・
選択の
別とは
異なるも
のである
こと。 

２ 教育実
習Ⅱに
おいて、
中学校
一種免
許状及
び高等
学校一
種免許
状を併
せて取
得しよう
とする場
合は、
教育実
習Ⅱ（中
学校）の
みの修
得でよ
いこと。 

地理学（地誌を含む。） 

地理学 
地圏環境システム論 
環境科学概論 
環境生態学 
地誌学 
地域経済論 
地域交通論 

２ 
２ 
２ 
 
２ 
 
 

 
 
 
２ 
 
２ 
２ 

「法律学、政治学」 

法学（国際法を含む。） 
憲法Ⅰ 
憲法Ⅱ 
民法Ⅰ 
刑法Ⅰ 
政治学 
国際関係論 
行政学 
政策学基礎 
政策形成論 
公共経営論 
政策評価論 
地方自治論 

２ 
２ 
２ 
 
 
２ 
２ 
 
２ 
 
 
 
 

 
 
 
２ 
２ 
 
 
２ 
 
２ 
２ 
２ 
２ 

「社会学、経済学」 

社会学 
社会構造変動論 
環境社会学 
地域社会論 
経済学 
ミクロ経済学Ⅰ 
マクロ経済学Ⅰ 
ミクロ経済学Ⅱ 
マクロ経済学Ⅱ 
経営学 

２ 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
 

 
２ 
２ 
２ 

 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

「哲学、倫理学、宗教学」 
哲学 
倫理学 

２ 
２ 

 

教 
職 
に 

関 

す 

る 

科 

目 

教職の意義等
に関する科目 

・・教職の意義及び教員の役割 
・・教員の職務内容（研修、服務及び
身分保障等を含む。） 

・・進路選択に資する各種の機会の提
供等 

教職概論 ２  ２ 

教育の基礎理
論に関する科
目 

・・教育の理念並びに教育に関する歴
史及び思想 

教育原理 ２  

６ 

・・幼児、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程（障害のある幼児、
児童及び生徒の心身の発達及び
学習の過程を含む。） 

教育心理学 ２  

・・教育に関する社会的、制度的又は
経営的事項 

教育行政学 ２  

教育課程及び
指導法に関す
る科目 

・・教育課程の意義及び編成の方法 教育課程論 ２  

16 

・・各教科の指導法 社会科・地歴科教育法Ⅰ 
社会科・地歴科教育法Ⅱ 
社会科・公民科教育法Ⅰ 
社会科・公民科教育法Ⅱ 

２ 
２ 
２ 
２ 

 

・・道徳の指導法 道徳教育論 ２  
・・特別活動の指導法 特別活動論 ２  
・・教育の方法及び技術（情報機器及
び教材の活用を含む。） 

教育方法論 ２  

生徒指導、教
育相談及び進
路指導等に関
する科目 

・・生徒指導の理論及び方法 
・・進路指導の理論及び方法 

生徒指導論 ２  

４ ・・教育相談（カウンセリングに関する
基礎的な知識を含む。）の理論及び
方法 

教育相談論 ２  

教職実践演習 教職実践演習（中・高） ２  ２ 

教育実習 
教育実習Ⅰ 
教育実習Ⅱ（中学校） 

１ 
４ 

 ５ 

教育職員免許法施
行規則第66条の6に
定める科目 

日本国憲法 ２ 
憲法Ⅰ 
憲法Ⅱ 

２ 
２ 

 
 

４ 

体育 ２ 
健康科学 
体育実技 

２ 
１ 

 ３ 

外国語コミュニケーション ２ 
英語表現Ⅲ 
英語表現Ⅳ 

２ 
２ 

 ４ 

情報機器の操作 ２ 
情報メディア入門 
コンピュータ入門 

２ 
２ 

 ４ 

 

 



８ 高等学校教諭一種免許状（地理歴史）  
 教育職員免許法施行規則に定める科目区分及び免許状取得に必要な最低

単位数 
授業科目の名称 

単位数 
本学におけ
る免許状取
得に必要な
最低単位数 

備    
考 

科目区分 単位数 必修 選択 

教 

科 

に 

関 

す 

る 

科 

目 

日本史 

教科に関
する科目 
20単位 

 
 
 

教職に関
する科目 
23単位 

 
 
 

教科又
は教職に
関する科
目 

16単位 

日本史概説 
経済史 
地域文化論 

２ 
２ 
２ 
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必 修
及 び 選
択 の 別
は、教育
職 員 免
許状を取
得する上
で の 必
修・選択
の別であ
り、卒業
要件とし
て の 必
修・選択
の別とは
異なるも
のである
こと。 

外国史 外国史概説 ２  

人文地理学及び自然地理学 

地理学 
地圏環境システム論 
環境科学概論 
環境生態学 
環境調査法 
水圏環境システム論 
自然環境保全論 
地域災害論 
地域環境計画論 
景観生態学 
地域交通論 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 

地誌 
地誌学 
地域経済論 

２ 
２ 

 

教 

職 

に 

関 

す 

る 

科 
目 

教職の意義等
に関する科目 

・教職の意義及び教員の
役割 
・教員の職務内容（研修、
服務及び身分保障等を
含む。） 
・進路選択に資する各種
の機会の提供等 

教職概論 ２  ２ 

教育の基礎理
論に関する科
目 

・教育の理念並びに教育
に関する歴史及び思想 

教育原理 ２  

６ 

・幼児、児童及び生徒の
心身の発達及び学習の
過程（障害のある幼児、
児童及び生徒の心身の
発達及び学習の過程を
含む。） 

教育心理学 ２  

・教育に関する社会的、
制度的又は経営的事項 

教育行政学 ２  

教育課程及び
指導法に関す
る科目 

・教育課程の意義及び編
成の方法 

教育課程論 ２  

10 

・各教科の指導法 社会科・地歴科教育法Ⅰ 
社会科・地歴科教育法Ⅱ 

２ 
２ 

 

・特別活動の指導法 特別活動論 ２  
・教育の方法及び技術
（情報機器及び教材の活
用を含む。） 

教育方法論 ２  

生徒指導、教
育相談及び進
路指導等に関
する科目 

・生徒指導の理論及び方法 
・進路指導の理論及び方法 

生徒指導論 ２  

４ ・教育相談（カウンセリングに
関する基礎的な知識を含
む。）の理論及び方法 

教育相談論 ２  

教職実践演習 教職実践演習（中・高） ２  ２ 

教育実習 
教育実習Ⅰ 
教育実習Ⅱ（高等学校） 

１ 
２ 

 ３ 

教育職員免許法施
行規則第66条の6に
定める科目 

日本国憲法 ２ 
憲法Ⅰ 
憲法Ⅱ 

２ 
２ 

 
 

４ 

体育 ２ 
健康科学 
体育実技 

２ 
１ 

 ３ 

外国語コミュニケーション ２ 
英語表現Ⅲ 
英語表現Ⅳ 

２ 
２ 

 ４ 

情報機器の操作 ２ 
情報メディア入門 
コンピュータ入門 

２ 
２ 

 ４ 

 

 



９ 高等学校教諭一種免許状（公民）（総合政策学部に限る。） 
教育職員免許法施行規則に定める科目区分及び免許状取得に必要な最低単位

数 
授業科目の名称 

単位数 
本学にお
ける免許状
取得に必
要な最低
単位数 

備    
考 

科目区分 単位数 必修 選択 

教 

科 

に 

関 

す 

る 

科 

目 

「法律学（国際法を含む。）、政治学（国際政
治を含む。）」 

教科に関
する科目 
20単位 

 
 
 

教職に関
する科目 
23単位 

 
 
 

教科又は
教職に関
する科目 
16単位 

法学（国際法を含む。） 
憲法Ⅰ 
憲法Ⅱ 
民法Ⅰ 
刑法Ⅰ 
政治学 
国際関係論 
行政学 
政策学基礎 
政策形成論 
公共経営論 
政策評価論 
地方自治論 
国際環境政策論 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
２ 
２ 
２ 
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必 修
及び選
択の別
は 、 教
育職員
免許状
を取得
す る 上
での必
修 ・ 選
択の別
であり、
卒業要
件として
の 必
修 ・ 選
択の別
と は 異
なるもの
であるこ
と。 

 

「社会学、経済学（国際経済を含む。）」 

社会学 
社会構造変動論 
環境社会学 
地域社会論 
経済学 
ミクロ経済学Ⅰ 
マクロ経済学Ⅰ 
ミクロ経済学Ⅱ 
マクロ経済学Ⅱ 
経営学 

２ 
２ 
 

 
２ 
２ 
２ 
 
 

 

 
 
２ 
２ 
 

 
 
２ 
２ 
２ 

「哲学、倫理学、宗教学、心理学」 
哲学 
倫理学 

２ 
２ 

 

教 

職 
に 
関 

す 

る 

科 

目 

教職の意義
等に関する科
目 

・教職の意義及び教員の
役割 
・教員の職務内容（研修、
服務及び身分保障等を
含む。） 
・進路選択に資する各種
の機会の提供等 

教職概論 ２  ２ 

教育の基礎
理論に関する
科目 

・教育の理念並びに教育
に関する歴史及び思想 

教育原理 ２  

６ 

・幼児、児童及び生徒の
心身の発達及び学習の
過程（障害のある幼児、児
童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程を含
む。） 

教育心理学 ２  

・教育に関する社会的、
制度的又は経営的事項 

教育行政学 ２  

教育課程及
び指導法に
関する科目 

・教育課程の意義及び編
成の方法 

教育課程論 ２  

10 

・各教科の指導法 社会科・公民科教育法Ⅰ 
社会科・公民科教育法Ⅱ 

２ 
２ 

 

・特別活動の指導法 特別活動論 ２  
・教育の方法及び技術
（情報機器及び教材の活
用を含む。） 

教育方法論 ２  

生徒指導、教
育相談及び
進路指導等
に関する科目 

・生徒指導の理論及び方法 
・進路指導の理論及び方法 

生徒指導論 ２  

４ ・教育相談（カウンセリング
に関する基礎的な知識を
含む。）の理論及び方法 

教育相談論 ２  

教職実践演習 教職実践演習（中・高） ２  ２ 

教育実習 
教育実習Ⅰ 
教育実習Ⅱ（高等学校） 

１ 
２ 

 ３ 

教育職員免許法施
行規則第66条の６
に定める科目 

日本国憲法 ２ 
憲法Ⅰ 
憲法Ⅱ 

２ 
２ 

 
 

４ 

体育 ２ 
健康科学 
体育実技 

２ 
１ 

 ３ 

外国語コミュニケーション ２ 
英語表現Ⅲ 
英語表現Ⅳ 

２ 
２ 

 ４ 

情報機器の操作 ２ 
情報メディア入門 
コンピュータ入門 

２ 
２ 

 ４ 

 


